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論文内容の要旨 

様々な癌腫において抗 PD1 抗体治療後に殺細胞性抗癌剤の効果が増強されることが報告

されてる。しかしながら、進行胃癌においては、この増強効果について明確な結果が出さ

れていない。本研究では、進行胃癌における抗 PD1 抗体治療後の化学療法の効果増強の有

無について検討を行った。当院において 2015 年 6 月から 2019 年４月の間で、抗 PD1 抗体

治療薬と殺細胞性抗癌剤（タキサン系とラムシルマブ、タキサン系単剤、イリノテカン ）

の両薬剤を投与された胃癌患者を対象とした。これらの患者を、抗 PD1 抗体治療薬後に殺

細胞性抗癌剤が投与された群と、抗 PD1 抗体治療薬の前に殺細胞性抗癌剤が投与された群

の２つに分類した。この二群において治療効果の比較を行った。結果として、233 人の患

者が本試験に該当した（67 人が抗 PD1 抗体治療薬先行群、166 人が殺細胞性抗癌剤先行

群）。抗 PD1 抗体治療薬先行群では、その後の殺細胞性抗癌剤の奏功率が 44.6%に対して、

先行して殺細胞性抗癌剤の投与を行った群では 19.6%であった（p=0.001）。また無増悪生

存期間中央値はそれぞれ 3.7 ヶ月と 3.3 ヶ月の結果だった（HR=0.82, p=0.20）。本試験で

は、各抗癌剤のレジメン毎にも評価を行っている。抗 PD1 抗体治療薬を先行したタキサン

系とラムシルマブ併用群（110 人）では奏功率が 60.6%、無増悪生存期間中央値が 4.8 ヶ月

であり、抗 PD1 抗体治療薬未投与の群と比較し有意に治療効果が良い結果であった。この

様な治療効果の増強はタキサン系単剤やイリノテカン投与例では認められなかった。また、

安全性において、抗 PD1 抗体治療薬後の殺細胞性抗癌剤では重度の有害事象は認められて

いない。本研究によって、抗 PD1 抗体治療薬投与後にラムシルマブの治療効果が増強され

る可能性が示唆された。これに関してさらなる研究が必要である。 

 


